
基礎看護学実習Ⅰ

科目到達目標：1.生活の場としての環境のあり方について自己の考えを深める

2.様々な生活の場で健康生活を営む対象者と関わることを通して，生活者である人間の生活過程について理解を深める

科目責任者（所属）：深田　美香　（基礎看護学）

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1・2 10/7(金) 1・2
111
ATU1･
2･5~10

オリエンテーション　臨地実習の心構
え

3・4 10/14(金) 1・2
111
ATU1･
2･5~10

鳥取大学医学部附属病院の概要と看
護部の理念

5・6 10/21(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

病棟オリエンテーション

7・8 10/28(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

生活の場としての環境（病棟）

9・10 11/4(金) 1・2 湖山 健康観・生活観を知る（家庭訪問）

11・12 11/10(木) 3・4
ATU8~10
,ｾﾐ1･2

生活の場としての環境（学外施設）

13・14 11/18(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

健康観・生活観を知る（病棟）

15・16 11/25(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

健康観・生活観を知る（病棟）

17・18 12/2(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

生活の場としての環境（学内カンファレ
ンス）

19・20 12/9(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

健康観・生活観を知る（学内カンファレ
ンス）

21・22 12/16(金) 1・2
ATU1･
2･5~10

生活・健康・環境（学内カンファレンス）

23・24 12/22(木) 2・3 湖山 生活・健康・環境（発表）

教育グランドデザインとの関連：2,3,4,5,6,7

学位授与の方針との関連：1,2,3,4

評価：実習目標の到達度について、到達目標１について20点、到達目標2について30点、レポート50点の配分で評価する．

その他：看護学生の臨床実習用傷害保険に加入しなければ受講できない

深田　美香
笠城　典子
粟納　由紀子
奥田　玲子
山本　陽子
青戸　春香

生活や健康についての考え方の多様性と環境との
相互作用について理解を深める

生活環境，療養環境，健康観，生
活観，健康生活，生活行動，生活
過程，思考，分析，統合，協調，表
現，プレゼンテーション力

実習の目的，内容，方法について理解する
目的，内容，方法，主体的学習態
度，学習課題

生活の場としての環境について知る
生活環境のあり方についての自己の考えを深める
生活環境のあり方についての他者の考えを知る

生活環境，療養環境，物理的環
境，人的環境
思考，分析，統合，協調，表現，プ
レゼンテーション力

様々な場で健康生活を営む対象者と関わり，生活
者である人間とその生活過程について考察する
健康観と生活観について学んだ内容を深める
学んだ内容を発表し，自己の考えを深める

健康観，生活観，健康生活，生活
行動，生活過程，インタビュー
思考，分析，統合，協調，表現，プ
レゼンテーション力

基礎看護学


